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A C F H J K

交付対象事業の名称 事業概要 2024年度の主な事業
2024年度の交付金額

(千円)
（事業費の1/2）

最新実績値の
年度目標値

KPI達成 効果検証 KPIを達成できなかった理由 外部有識者からの評価

①
雇用パッケージプラン
による就職内定者プラ
ス起業者（累計）

155人 2025年度 0人 2020年度 100人 56人 2024年度 未達成

②
20～39歳の転出超過者
数（単年度）

280人 2025年度 600人 2020年度 400人
877人

※R6.1～12
2024年度 未達成

③
ＪＯＢ播磨掲載企業数
（累計）

1,020社 2025年度 100社 2020年度 900社
371社

※R7.3.28現在
2024年度 未達成

④
ＡＩ面接導入企業数
（累計）

27社 2025年度 2社 2020年度 22社 5社 2024年度 未達成

①

姫路の大学生の「姫
路」、「播磨」の地場
産品に係る認知度向上
割合（単年度）

56% 2025年度 36% 2020年度 53% 40% 2024年度 未達成

②
プロモーション、商談
会による契約成立件数
（累計）

45件 2025年度 0件 2020年度 35件 305件 2024年度 達成

③
ECサイトへの新規参画
者数（累計）

90者 2025年度 0者 2020年度 70者 37者 2024年度 未達成

④
20代、30代の転出超過
数（単年度）

350人 2025年度 600人 2020年度 400人
877人

※R6.1～12
2024年度 未達成

①
アグリテック甲子園参
加校からの農業分野へ
の就業者数（累計）

10人 2024年度 0人 2019年度 10人 4人 2024年度 未達成

②
農業版ＳＴＥＡＭ教室
への参加学校数（累
計）

20校 2024年度 0校 2019年度 20校 14校 2024年度 未達成

③
スマート市民農園利用
者数（累計）

20人 2024年度 0人 2019年度 20人 31人 2024年度 達成

3

スマート市民農園×
STEM教育による地域
に根付くアグリテッ
クの担い手育成事業
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

・身体障害者等の外出困難な方を対象
に、農業ロボットを活用して遠隔から
農業を体験する仕組みを試験的に提供
・アグリテック甲子園2024を開催（５
チーム出場）
・農業版STEAM教育として、農業ロボッ
トを活用した遠隔農業体験プログラム
を実施（4組の小中学生親子が参加）

○追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

○事業の継続

○事業の中止

●予定通り事業
終了

●有効だった

○どちらかと言えば有効
だった

○どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

○地方創生に非
常に効果的で
あった

○地方創生に相
当程度効果が
あった

●地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

11,476

B

○追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

●事業の継続

○事業の中止

○予定通り事業
終了

「あっと！姫路」事
業、女性就労支援事
業については事業の
参加者数の伸び悩み
がある中、内定者数
等一定の成果が出て
いる。ＪＯＢ播磨掲
載事業も増加はして
いるが、目標値は達
成できていない。売
り手市場や学生の就
職活動の減少などの
要因があるが、参加
者母数を増やすた
め、より魅力的な事
業を行い、継続して
雇用機会の創出を
図っていく。

○有効だった

●どちらかと言えば有効
だった

○どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

○地方創生に非
常に効果的で
あった

○地方創生に相
当程度効果が
あった

●地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

I

実績値を踏まえた事業の今後について

13,057

○有効だった

●どちらかと言えば有効
だった

○どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

13,215

○地方創生に非
常に効果的で
あった

○地方創生に相
当程度効果が
あった

●地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

○追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

●事業の継続

○事業の中止

○予定通り事業
終了

大阪・関西万博に関
連した集客力のある
イベント等と連携し
た地場産品PRイベン
トを実施するほか、
円安を活かした海外
販路拡大にも取組
み、姫路・播磨地域
の地場産品の多様性
を活かしたブランド
化に取り組む。

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）対象事業等の実施結果について

指標①について
一定の内定者数の実績が出て
いるが、学生の減少、就職活
動数の減少の影響もあり、参
加者数も減少しており、目標
値に達成できなかった。
指標②について
依然として多くの方が播磨の
企業の魅力が十分に伝わらな
かったことが一つの要因と思
われる。
KPI③及び④について
姫路経営者協会や中播磨県民
センター等と共に周知広報を
進めたが、当初に比べ掲載企
業数が伸び悩んている。AI面
接についても関心を示す企業
は多いが、導入に踏み切る企
業は想定より少なく、有効な
メリットを提案できていない
こと、また、コロナ禍の終息
も原因と思われる。

指標①
ターゲットである若年層への
周知・広報が不足していたこ
とが考えられる。
指標③
物価・燃料高騰等の影響によ
り、事業者のECサイト活用に
関する機運が低いことが考え
られる。
指標④
市政全体で取り組んでいく課
題ではあるが、ターゲット層
への地場産品や産地の魅力発
信が不足し、若年層の転出超
過となった。

KPI①について
出場者の大半を占める高校生
について、就業せず進学する
割合が高かった。

KPI②について
新型コロナ感染症の影響で、
対面で人が集まる事業を実施
しづらい期間があった。ま
た、実施形態が目標設定時と
異なってきているため。（事
業目的は達成している）

G

本事業における目標値KPI（指標） 最新実績値

1

ウィズコロナ時代の
ニューノーマルな雇
用促進パッケージプ
ラン
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

就職説明会、マッチン
グ、面接などをオンライ
ンと対面の複合型で実施
することにより、雇用機
会の創出を図り、定住を
促進し、地域経済の担い
手を育成する。
（開始年度：2021年度）

・地域密着型情報発信サイト「ＪＯＢ
播磨」の運営
掲載企業数を伸ばすよう、企業側へ周
知するとともに学生への周知にも注力
・インターンシップ等イベント「あっ
と！姫路」
年３回実施、対象は大学3年生。企業向
け支援セミナー、合同仕事体験等を実
施。
・県外大学生等を対象とした魅力発見
ツアー（起業家向け含む）の開催
・既卒者・転職者向け事業　「女性就
労支援事業」
出産や育児等で離職した者や就労経験
のない女性を対象に、キャリア形成等
に関する研修、合同面談会などを実施

No

2

東京の大学生と連携
中枢都市の大学、高
校生による都市のイ
メージアップと地場
産品の販路拡大
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

ECサイトなどの商談会、
国内外でのプロモーショ
ンなどを実施するととも
に、観光客誘致、キャリ
ア教育、起業家支援等も
複合的に行い、雇用や事
業承継者を確保しつつ
UJIターンを促進する。
(開始年度：2021年度)

・産官学金で構成するコンソーシアム
会議等の実施（会議3回、昭和女子大
学、横浜市立大学の学生による姫路視
察）
・国内外でのプロモーション及び商談
会（国内：Foodex japan2025への出
展、国外：Food Japan2024（シンガ
ポール）への出展及び現地プロモー
ション）
・地元ファンづくり（大学生と連携し
た新商品の開発）
・メディア活用によるPR（Instagram、
YouTubeへの広告掲載による情報発信）
・各種ECサイト、企業との協業（ECサ
イトセミナー2回実施、イオンモール姫
路大津での販促イベントの実施）
・大阪万博を見据えた事業（JR姫路駅
周辺において地場産品のＰＲイベント
を開催）

農業ロボットを活用し、
次世代農業を担うＩCＴ
人材を育成するととも
に、省力化、高品質生産
を実現し、新規就農者の
確保や栽培技術力の継承
等の実現を目指す。
（開始年度：2020年度）

D E

当初数値
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B I

実績値を踏まえた事業の今後について

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）対象事業等の実施結果について

G

本事業における目標値KPI（指標） 最新実績値
No

D E

当初数値

①
15歳から29歳までの転
出超過数（単年度）

77人 2026年度 577人 2021年度 277人
237人

※R5.10～R6.9
2024年度 達成

② 従業者数（単年度） 256,076人 2026年度 244,970人 2016年度 248,500人 256,076人 2021年度 達成

③
「姫路市SDGs宣言」参
加事業所数（累計）

260社 2026年度 40社 2021年度 160社 737社 2024年度 達成

①
延べ宿泊者数（単年
度）

1,258,893人 2024年度 958,893人 2020年度 1,258,893人

      集計中
【参考】
2023年度：

1,751,650人

2024年度 -

②
姫路市内の総入込客数
（単年度）

6,254,000人 2024年度 3,254,000人 2020年度 6,254,000人

      集計中
【参考】
2023年度：

9,417,472人

2024年度 -

③
ホームページビュー
（単年度）

1,104,904件 2024年度 804,904件 2020年度 1,104,904件
1,159,372件
（暫定値）

2024年度 達成

6

空がつなぐヒト・コ
ト・モノ交流推進プ
ロジェクト
（加西市、宇佐市、
鹿屋市、錦町との共
同事業）
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

加西市、大分県宇佐市、
鹿児島県鹿屋市、熊本県
錦町と連携し、平和都市
ブランドを通じたPR事業
の展開
（開始年度：2023年度）

・平和の大切さと命の尊さを感じる機
会の創出を目的に、宇佐市で「平和を
考える　映画と落語」を開催
・ガイド団体交流会を開催し、意見交
換等を行うとともに、ガイド活動に活
用できる内容での講演会を実施
・各市町の戦争遺構等について学び、
構成都市間の広域的な移動を促進する
ための謎解きイベントを実施

250 ①
平和資料館における学
校見学の来館者数（単
年度）

4,843人 2025年度 4,243人 2022年度 4,643人 2,318人 2024年度 未達成

○地方創生に非
常に効果的で
あった

○地方創生に相
当程度効果が
あった

●地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

○追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

●事業の継続

○事業の中止

○予定通り事業
終了

戦後80年事業とし
て、市町横断的な各
種PR 事業等を行
う。また、地域資源
調査の実施や協議会
の認知度向上のため
のオリジナルグッズ
の作製等を作成し、
効果的な平和行政の
推進を図る。

協議会としての取組みが、ガ
イド交流や個人を対象とした
交流人口の増加を目的とした
ものが中心となっており、当
該KPIに直接影響を与えるよ
うな学校へのPRや修学旅行誘
致の取組みがなされていない
ことが原因と思われる。

○有効だった

○どちらかと言えば有効
だった

●どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

・市内の学校及び市内企業を対象に、
各団体のSDGsに資する取組を発表・顕
彰する「ひめじ創生SDGsアワード」を
開催。
・グローカル人材を育成するためのオ
ンライン講座（①姫路・播磨の文化・
歴史、②他文化の尊重、③SDGs×ビジ
ネス、④姫路・播磨の観光、⑤デザイ
ンスキル、⑥メディアリテラシーの全
６科目）を実施。
・林田地区で小学生を対象とした地元
野菜の収穫体験・料理教室を開催。
・姫路の魅力を発信する動画コンテス
トを実施。
・網干環境楽習センター（エコパーク
あぼし内）のリモート案内を実施。
・脱炭素セミナーを民間事業者との連
携協定事業として実施した。

9,470

●有効だった

○どちらかと言えば有効
だった

○どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

●有効だった

○どちらかと言えば有効
だった

○どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

5

姫路城世界遺産登録
30周年記念イベント
を中心とした滞在型
観光の推進
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

姫路城が日本初の世界遺
産として登録されてから
30周年を迎えるため、登
録30周年記念期間に姫路
城の本質的価値や魅力を
高める取り組みを推進す
る。
（開始年度：2022年度）

・姫路城において、世界遺産登録30周
年記念事業である、光と水と音楽が響
き合うライトアップイベント「姫路城
Castle History　30th　鏡花水月」の
テーマ「光で繋ぐ Castle History」と
その世界観を継承したライトアップイ
ベントを開催
・平成31年度文化庁補助事業「リビン
グヒストリー促進事業」を活用し、市
所蔵絵図をもとに制作した大名行列の
衣装・調度品等を姫路城内で特別展示
するとともに、お城まつりにおいて姫
路大名行列を実施
・姫路ゆかりの千姫を活用した観光プ
ロモーションとして、千姫ゆかりの
品々や千姫の生涯を解説するパネル等
を展示する「姫路ゆかりの千姫」特別
展示を開催したほか、「千姫フォーラ
ム」を開催し、有識者による講演会等
を実施
・地域DMOである（公社）姫路観光コン
ベンションビューローにおいて、姫路
城での特別体験、歴史文化体験、食・
アート体験、まちあるき、地場産業な
どのテーマに応じた着地型コンテンツ
の磨き上げ、旅行商品の造成に取り組
み、年間通じて、アクティビティ予約
管理プラットフォームにおいて販売促
進を実施

30,434

○追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

○事業の継続

○事業の中止

●予定通り事業
終了

大阪・関西万博等を
契機としたインバウ
ンドの推進及び広域
観光の推進により、
本市の多様な魅力を
国内外に向けて発信
するとともに、観光
関連事業者のインバ
ウンド対応を促進す
ることで、継続的な
インバウンド観光客
数及び観光消費額の
増加を目指す。

○地方創生に非
常に効果的で
あった

○地方創生に相
当程度効果が
あった

●地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

「SDGs×グリーン」
グローカル人材育成
事業
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

4

「姫路市SDGs未来都市計
画」に基づき、「グリー
ン」の観点を取り入れ、
グローカル人材を育成す
る。
（開始年度：2022年度）

○地方創生に非
常に効果的で
あった

●地方創生に相
当程度効果が
あった

○地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

○追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

●事業の継続

○事業の中止

○予定通り事業
終了

R6年度から、ひめじ
創生SDGsアワードの
発表団体を、学校の
みではなく市内SDGs
宣言企業にも拡充し
開催したほか、市内
企業のSDGsの取組を
子どもたちにも分か
りやすく紹介する動
画を作成。今後も引
き続き事業を実施
し、市内企業の認知
度を向上させ、地元
愛の醸成、市外への
転出抑制を図る。
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G

本事業における目標値KPI（指標） 最新実績値
No

D E

当初数値

①
姫路市へのＵＩＪター
ン数（単年度）
※20～39歳

14人 2026年度 ▲386人 2023年度 ▲286人 ▲298人 2024年度 未達成

② 移住相談数（累積） 481人 2026年度 31人 2023年度 131人 279人 2024年度 達成

③
姫路市移住定住促進サ
イト「いいね姫路」の
閲覧数（累積）

27,116回 2026年度 2,116回 2023年度 7,116回 8,381回 2024年度 達成

①
姫路市へのＵＩＪター
ン数（単年度）
※15～29歳

▲175人 2026年度 ▲275人 2023年度 ▲250人 ▲237人 2024年度 達成

②
コンソーシアムに参画
している団体数（累
積）

12団体 2026年度 0団体 2023年度 8団体 25団体 2024年度 達成

③

市内日本人中高生と外
国人留学生との交流
会・研修会の開催回数
（累積）

11回 2026年度 5回 2023年度 7回 17回 2024年度 達成

④

外国人留学生のうち高
校卒業後に兵庫県内で
進学・就職した人数
（累積）

3人 2026年度 - 2023年度 - - 2024年度 -

●有効だった

○どちらかと言えば有効
だった

○どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

8

ひめじグローバル人
材育成・確保促進プ
ラン
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

地域で就労・定着するグ
ローバル人材を育成する
取組を官民協働により一
体的に推進し、地域創生
の持続可能な好循環を生
み出すことで本市の発展
を図る。
（開始年度：2024年度）

・「ひめじグローバル人材育成コン
ソーシアム」の設立及び運営
総会１回、幹事会３回、ワーキンググ
ループ４グループ×１回
・グローバル人材育成事業の実施
⑴姫路グローバル高校生キックオフ会
⑵インドネシア留学生との座談会
⑶ポーランド食文化体験教室
⑷地元農産物の収穫体験
⑸企業一日訪問
⑹里山サポートボランティア
⑺海外留学フェア
⑻ポーランドフェア
⑼姫路グローバル高校生サミット
⑽放課後日本語講座
⑾初級日本語講座
⑿海外学校とのオンライン探究講座
・「海外姉妹都市オンライン交流」、
「子ども国際交流スクール」の実施
・「人手不足の状況および外国人材の
雇用に関する調査」、「姫路市留学生
就労意識調査」の実施

7,067

7

ふるさとプロモー
ション推進事業
（デジタル田園都市
国家構想交付金事
業）

地域に対する誇りや愛着
の高い住民が、姫路市の
魅力等を拡散し、その拡
散によって新たな担い手
が生まれるというサイク
ルを創出する。
（開始年度：2024年度）

・市民参加型ワークショップ等を開催
し、地域の魅力を言語化・可視化する
過程を通して、姫路市のブランドメッ
セージ＆ロゴを作成
・JR姫路駅中央コンコース内に移住相
談窓口を開設し、移住検討者に対する
きめ細やかな情報提供等を実施
・移住検討者に本市の魅力がより伝わ
るよう移住定住促進ポータルサイトの
リニューアルを実施
・京阪神在住者に対し、移住支援金等
に関するWeb広告を掲出
・移住マッチングサービスを活用した
情報発信を実施

20,715

●有効だった

○どちらかと言えば有効
だった

○どちらかと言えば有効で
はなかった

○有効ではなかった

KPI①について
ポータルサイトのリニューア
ル等情報発信については整備
を行ったが、UIJターン数の
目標値を達成できるほどには
情報が届かなかった。

「ひめじグローバル
人材育成コンソーシ
アム」で、グローバ
ル人材育成・確保の
ための方策を幅広く
検討し、効果的・効
率的な事業展開を図
る。また、深刻な人
材不足の現状を鑑
み、「企業向けセミ
ナー」や「留学生向
け合同企業説明会」
を開催するなど、外
国人材の受入体制を
整備する。

○地方創生に非
常に効果的で
あった

○地方創生に相
当程度効果が
あった

●地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

○追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

●事業の継続

○事業の中止

○予定通り事業
終了

令和６年度より移住
相談窓口でも相談を
受け付けを開始した
こと、また移住定住
促進サイトをリ
ニューアルしたこと
により、指標②③は
達成した。令和７年
度は、決定したブラ
ンドメッセージ＆ロ
ゴを旗印として、市
内外にデジタル媒体
を活用した強力な魅
力発信を行うととも
に、市民が自ら発信
したくなる取組を実
施する。

○地方創生に非
常に効果的で
あった

●地方創生に相
当程度効果が
あった

○地方創生に効
果があった

○地方創生に効
果がなかった

●追加等更に発
展させる

○事業内容の見
直し（改善）

○事業の継続

○事業の中止

○予定通り事業
終了



資料１

A C G H

名称 事業概要 実績
2024年度の交付金額

(千円)
（事業費の1/2）

KPI達成 効果検証 外部有識者から
の評価

①
市民活動・ボランティアサ
ポートセンターでの登録団体
数

400団体 2024年度 388団体 2019年度 351団体 2024年度 未達成

② 合計特殊出生率 1.50以上 2024年度 1.50 2018年度 1.39 2022年度 未達成

③ 青少年センター利用者数 28,000人 2024年度 28,476人 2019年度 26,416人 2024年度 未達成

④
１人１日当たりの家庭系ごみ
排出量

472.0ｇ 2024年度 508.7g 2019年度 463.3g 2024年度 達成

⑤ 市内従業者数 248,500人 2024年度 244,970人 2016年度 256,076人 2021年度 達成

⑥ 総入込客数 9,277千人 2024年度 9,277千人 2019年度

      集計中
【参考】
2023年度：

9,417,472人

2024年度 -

⑦
１日当たりの公共交通機関の
乗車人員

17万人 2024年度 17万人 2019年度 15.9万人 2023年度 未達成

⑧ 地域防災貢献事業所の登録数 1,080事業所 2024年度 980事業所 2019年度 1,029事業所 2024年度 未達成

⑨ 東京圏・大阪府への転出超過数 694人 2024年 994人 2019年 1,078 2024年 未達成

○目標以上を達成

○概ね目標を達成

○目標達成に向け
  順調に推移

●やや目標達成困難

〇目標達成困難

9

第２期ひめじ創生
戦略推進計画
（企業版ふるさと
納税事業）

市外企業からの寄附
金を活用し、地方創
生を図る（寄附企業
は寄附額の最大９割
の税の軽減効果が受
けられる）。

令和６年度実績：
20件約51,736千円

－

○目標以上を達成

○概ね目標を達成

○目標達成に向け順調
に推移

○やや目標達成困難

●目標達成困難

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）等の実施結果について

No

B D E

KPI（指標・単年度） 本事業における目標値 当初数値 最新実績値

F


